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(57)【要約】
【課題】外気が扉のガスケットの取付部側から庫内に侵
入するのを防止する冷蔵庫を提供することを目的とした
ものである。
【解決手段】冷蔵庫本体２１と、扉と、前記扉は前記冷
蔵庫本体２１の前面開口部４４の周縁部４１ａに吸着す
るガスケット４０とを有し、ガスケット４０は扉に取り
付ける取付部４９と、内部にマグネット４７を保持し周
縁部４１ａに吸着するマグネット保持部４８と、取付部
４９とマグネット保持部４８とを伸縮自在に接続する可
撓部５０とを備える冷蔵庫において、可撓部５０から庫
外側へ延びる第１ヒレ部５５と第２ヒレ部５６とを備え
、第１ヒレ部の第１ヒレ部先端部５５ａと第２ヒレ部の
第２ヒレ部先端部５６ａはそれぞれ自由端部を形成し、
扉閉時は前記第１ヒレ部の第１ヒレ部先端部５５ａが前
記第２ヒレ部５６に接触して空気層５７を形成するもの
である
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
冷蔵庫本体と、扉と、前記扉は前記冷蔵庫本体の前面開口部の周縁部に吸着するガスケッ
トとを有し、前記ガスケットは前記扉に取り付ける取付部と、内部にマグネットを保持し
前記周縁部に吸着するマグネット保持部と、前記取付部と前記マグネット保持部とを伸縮
自在に接続する可撓部とを備える冷蔵庫において、前記可撓部から庫外側へ延びる第１ヒ
レ部と第２ヒレ部とを備え、前記第１ヒレ部の先端部と前記第２ヒレ部の先端部はそれぞ
れ自由端部を形成し、前記扉閉時は前記第１ヒレ部の先端部が前記第２ヒレ部に接触して
空気層を形成することを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
第１ヒレ部の先端部は第２ヒレ側へ向かって成形されていることを特徴とする請求項１に
記載の冷蔵庫。
【請求項３】
可撓部はマグネット保持部と取付部とを連結し、前記可撓部の前記取付部側の肉厚は前記
マグネット保持部側の肉厚より薄く成形されていることを特徴とする請求項１または２に
記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、扉の裏面側周縁に磁石を内蔵したマグネットガスケットを取り付けた冷蔵庫
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の冷蔵庫としてはマグネットガスケットの磁力を簡単な構成で強くし、ま
た熱伝導性能を改善して冷却能力や庫外側への露付き防止性能を向上している（例えば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　図５は、特許文献１に記載された従来の冷蔵庫を示すものである。図のように、冷蔵庫
本体は外箱２と断熱層３を介して設けた内箱４によって、内部に貯蔵空間を形成し、貯蔵
空間の前面開口部をいくつかの断熱された仕切壁で区分して、庫内を複数の独立空間を形
成し、冷蔵室６やその他貯蔵室に構成されている。
【０００４】
　図は冷蔵室扉９の要部横断面で、マグネットガスケット１１が取付けられ、外箱２の前
面開口部周縁に形成された鍔部２ａと扉９の裏面側周縁との隙間を密閉シールして冷蔵室
６内と、外部とを熱的に遮断し、本体壁面の内外箱間に充填した断熱材３と併せて熱漏洩
を防止する。
【０００５】
　また外箱２の鍔部２ａの裏面側には、庫内６側にその一部が露出している鍔部が冷蔵室
６内の冷却により冷やされて結露することを防止する加熱源として、冷凍サイクルを構成
する凝縮器の一部である高温の冷媒パイプ１２が配設されている。
【０００６】
　マグネットガスケット１１は、磁石１７を保持するマグネット保持部１３、扉内板１４
側への取付部１５、これらを伸縮自在に連結する薄肉の袋状部１６からなる断面形状を有
し、軟質合成樹脂によって長尺のひも状に押出成形されている。
【０００７】
　マグネット保持部１３は、袋状ではなく吸着部となる本体側面を開放した断面略コ字状
をし、磁石の外方面１７ａを直接鍔部２ａに吸着するマグネットガスケット１１で、また
間隔を設けて凹溝１７ｃを有し、庫外の熱が外箱の鍔部２ａから磁石１７に伝導して庫内
６側に侵入することを抑制できる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－１８８８４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の構成は、冷蔵庫内と庫外とは１つの袋状部１６で区画されて
おり、特に取付部１５から冷蔵室扉９の庫外側へ延びる扉内板１４面を覆う外向き鍔部と
袋状部１６の間に形成される空隙部は、扉９の開閉による袋状部１６の伸縮性を維持する
袋構造となっているため、庫内側方向に食い込んだ形状となっている。
【００１０】
　このため、この空隙部から外気が庫内へ熱伝導しやすく、特に外気温度が高い夏場など
、庫内との温度差が大きいときは、庫内へ吸熱しやすいおそれがある。
【００１１】
　またこの空隙部を塞ぐために第２の袋状部をこの空隙部に形成しようとすると、第２の
袋状部の基部となる付け根部が袋状部１６に接続されて、袋状部１６の伸縮性が低下し、
磁石１７の鍔部２ａへの飛び付きや、磁石の吸着力が低下するという課題があった。
【００１２】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、外気が扉のガスケットの取付部側から庫
内に侵入するのを防止する冷蔵庫を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の冷蔵庫は、冷蔵庫本体と、扉と、前記扉は
前記冷蔵庫本体の前面開口部の周縁部に吸着するガスケットとを有し、前記ガスケットは
前記扉に取り付ける取付部と、内部にマグネットを保持し前記周縁部に吸着するマグネッ
ト保持部と、前記取付部と前記マグネット保持部とを伸縮自在に接続する可撓部とを備え
る冷蔵庫において、前記可撓部から庫外側へ延びる第１ヒレ部と第２ヒレ部とを備え、前
記第１ヒレ部の先端部と前記第２ヒレ部の先端部はそれぞれ自由端部を形成し、前記扉閉
時は前記第１ヒレ部の先端部が前記第２ヒレ部に接触して空気層を形成するものである。
【００１４】
　これによって、扉閉時はガスケットの空気層を形成して庫内への熱侵入の防止と共に、
ガスケットの可撓部の柔軟性を維持し扉閉時のガスケット磁石のシール性を確保すること
となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の冷蔵庫は、ガスケットを通じて庫外から侵入する熱を抑制し、冷蔵庫の消費電
力量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態１における冷蔵庫の正面図
【図２】本発明の実施の形態１における冷蔵庫の断面図
【図３】本発明の実施の形態１における扉ガスケット部の拡大断面図
【図４】本発明のガスケットの断面図
【図５】従来例の扉ガスケット部の拡大断面図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　第１の発明は、冷蔵庫本体と、扉と、前記扉は前記冷蔵庫本体の前面開口部の周縁部に
吸着するガスケットとを有し、前記ガスケットは前記扉に取り付ける取付部と、内部にマ
グネットを保持し前記周縁部に吸着するマグネット保持部と、前記取付部と前記マグネッ
ト保持部とを伸縮自在に接続する可撓部とを備える冷蔵庫において、前記可撓部から庫外
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側へ延びる第１ヒレ部と第２ヒレ部とを備え、前記第１ヒレ部の先端部と前記第２ヒレ部
の先端部はそれぞれ自由端部を形成し、前記扉閉時は前記第１ヒレ部の先端部が前記第２
ヒレ部に接触して空気層を形成することにより、扉閉時はガスケットの空気層を形成して
庫内への熱侵入の防止と共に、ガスケットの可撓部の柔軟性を維持するので扉を閉じる時
のマグネットの冷蔵庫本体への飛び付きを維持して扉閉時のガスケット磁石のシール性を
確保できる。
【００１８】
　第２の発明は、第１の発明において、第１ヒレ部の先端部は第２ヒレ側へ向かって成形
されていることにより、扉閉時に第１ヒレ部の先端部は第２ヒレ部に当接しやすく、ガス
ケット単品ごとのバラツキによる当接不足を低減し、熱侵入を防止できる。
【００１９】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、可撓部はマグネット保持部と取付部と
を連結し、前記可撓部の前記取付部側の肉厚は前記マグネット保持部側の肉厚より薄く成
形されていることにより、可撓部の柔軟性が向上するので、扉閉時、第１ヒレ部と第２ヒ
レ部とで空気層を形成しやすくなる。
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明するが、従来例または先
に説明した実施の形態と同一構成について同一符号を付して、その詳細な説明は省略する
。
なお、この実施の形態によってこの発明が限定されるものではない。
【００２１】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における冷蔵庫の正面図、図２は、本発明の実施の形態
１における冷蔵庫の断面図。
【００２２】
　図１において、冷蔵庫本体２１は、上から順に冷蔵室２２、製氷室２３、切換室２４、
冷凍室２５、野菜室２６がレイアウトされている。冷蔵室２２の冷蔵室扉２２ａの中央部
付近には操作部２７が配置され、操作部２７の内部には操作基板（図示しない）が構成さ
れており、操作基板の垂直軸延長線上でかつ上方に照度検知手段である照度センサ（図示
しない）が設けられている。照度センサ３６は、フォトダイオードやフォトトランジスタ
をベース素子とした光センサを用いることで具体的に構成することができる。
【００２３】
　図において、冷蔵庫本体２１の断熱箱体は、主に鋼板を用いた外箱４１と、ＡＢＳなど
の樹脂で成型された内箱４２と、外箱４１と内箱４２との間の空間に発泡充填される硬質
発泡ウレタンなどの発泡断熱材４３とで構成され、周囲と断熱され、仕切り壁によって複
数の貯蔵室に断熱区画されている。最上部に冷蔵室２２、その冷蔵室の下部に切換室２４
もしくは製氷室２３が横並びに設けられ、その切換室２４と製氷室２３の下部に冷凍室２
５、そして最下部に野菜室２６が配置され、各貯蔵室の前面には外気と区画するためそれ
ぞれドアが冷蔵庫本体の前面開口部に構成されている。
【００２４】
　冷蔵室２２は冷蔵保存のために凍らない温度を下限に通常１℃～５℃とし、最下部の野
菜室２６は冷蔵室２２と同等もしくは若干高い温度設定の２℃～７℃としている。また、
冷凍室２５は冷凍温度帯に設定されており、冷凍保存のために通常－２２℃～－１５℃で
設定されているが、冷凍保存状態の向上のために、例えば－３０℃や－２５℃の低温で設
定されることもある。
【００２５】
　切換室２４は、１℃～５℃で設定される冷蔵、２℃～７℃で設定される野菜、通常－２
２℃～－１５℃で設定される冷凍の温度帯以外に、冷蔵温度帯から冷凍温度帯の間で予め
設定された温度帯に切り換えることができる。切換室２４は製氷室２３に並設された独立
扉を備えた貯蔵室であり、引き出し式の扉を備えることが多い。
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【００２６】
　なお、本実施の形態では、切換室２４を、冷蔵と冷凍の温度帯までを含めた貯蔵室とし
ているが、冷蔵は冷蔵室２２と野菜室２６、冷凍は冷凍室２５に委ねて、冷蔵と冷凍の中
間の上記温度帯のみの切り換えに特化した貯蔵室としても構わない。また、特定の温度帯
、例えば近年冷凍食品の需要が多くなってきたことに伴い、冷凍に固定された貯蔵室でも
構わない。
【００２７】
　製氷室２３は、冷蔵室内の貯水タンク（図示せず）から送られた水で室内上部に設けら
れた自動製氷機（図示せず）で氷を作り、室内下部に配置した貯氷容器（図示せず）に貯
蔵する。
【００２８】
　断熱箱体の天面部は冷蔵庫の背面方向に向かって階段状に凹みを設けた形状であり、こ
の階段状の凹部に機械室を形成して、機械室に、圧縮機２８、水分除去を行うドライヤ（
図示せず）等の冷凍サイクルの高圧側構成部品が収容されている。すなわち、圧縮機２８
を配設する機械室は、冷蔵室２２内の最上部の後方領域に食い込んで形成されることにな
る。
【００２９】
　なお、本実施の形態における、以下に述べる発明の要部に関する事項は、従来一般的で
あった断熱箱体の最下部の貯蔵室後方領域に機械室を設けて圧縮機２８を配置するタイプ
の冷蔵庫本体２１に適用しても構わない。
【００３０】
　冷凍室２５の背面には冷気を生成する冷却室２９が設けられ、風路と区画されており、
その間には、断熱性を有する各室への冷気の搬送風路と、各貯蔵室と断熱区画するために
構成された奥面仕切り壁が構成されている。また、冷凍室吐出風路と冷却室２９とを隔離
するための仕切り板を備えている。冷却室内には、冷却器３０が配設されており、冷却器
３０の上部空間には強制対流方式により冷却器３０で冷却した冷気を冷蔵室、切換室、製
氷室、野菜室、冷凍室に送風する冷却ファン３１が配置される。
【００３１】
　また、冷却器３０の下部空間には冷却時に冷却器３０やその周辺に付着する霜や氷を除
霜するためのガラス管製のラジアントヒータ３２が設けられ、さらにその下部には除霜時
に生じる除霜水を受けるためのドレンパン、その最深部から庫外に貫通したドレンチュー
ブが構成され、その下流側の庫外に蒸発皿が構成されている。
【００３２】
　図３は本発明の実施の形態１における要部の断面図である。図４はガスケットの断面図
である。図３は、冷蔵室２２の開口部を冷蔵室扉２２ａに取り付けられたガスケット４０
でシールした断面図である。
【００３３】
　また冷蔵庫本体２１の外箱４１は前面開口部４４を構成する外箱４１の周縁部４１ａと
なる位置で密着曲げ形状を形成し、さらに折返し部４１ｂを形成している。そして内箱４
２を折返し部４１ｂ内に挿入している。
【００３４】
　また周縁部４１ａの裏面側で、折返し部４１ｂと外箱４１との間に、周縁部４１ａの表
面が冷蔵室２２内の冷却により冷やされて結露することを防止する加熱源として、冷凍サ
イクルに接続された防露パイプ４５が配設されている。そして外箱４１と内箱４２の間の
空間に硬質発泡ウレタンなどの発泡断熱材４３が充填発泡される。
【００３５】
　冷蔵室扉２２ａを形成する扉外板５３と扉内板４６を有し、扉内板４６にはガスケット
４０を取り付ける取付溝４６ａが形成されている。ガスケット４０は、内部にマグネット
４７を保持するマグネット保持部４８と、取付溝４６ａに挿入して取り付けられる取付部
４９と、取付部４９とマグネット保持部４８とを伸縮自在に接続する薄肉の可撓部５０か
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ら構成されている。マグネット保持部４８は断面が略矩形状に形成されている。
【００３６】
　周縁部４１ａに磁力によって吸着するマグネット保持部４８の吸着面部４８ａに対して
略垂直方向に立ち上がって形成されたマグネット保持部４８の略垂直面部４８ｂにはヒレ
５１を備え、ヒレ５１の基部５１ａをマグネット保持部４８と一体に形成し、自由端部５
１ｂは冷蔵庫外方向に延在して形成されている。
【００３７】
　略矩形状に形成されたマグネット保持部４８の各面の内、防露パイプ４５に最も近い面
となる略垂直面部４８ｂにヒレ５１を形成している。
【００３８】
　またヒレ５１と周縁部４１ａとの間には空気層となる空隙部５２が形成されている。
【００３９】
　またマグネット保持部４８と取付部４９を接続する可撓部５０に第１ヒレ部５５を一体
成形し、第１ヒレ部５５は庫外側へ向かって延在している。そしてガスケット４０は、可
撓部５０と取付部４９の間で冷蔵室扉２２ａを形成する扉内板４６を庫外側に向かって覆
う第２ヒレ部５６を一体成形している。
【００４０】
　第１ヒレ部５５の第１ヒレ部先端部５５ａと第２ヒレ部５６の第２ヒレ部先端部５６ａ
はそれぞれ自由端部となっていて繋がっておらず、冷蔵室扉２２ａを閉じる時にガスケッ
ト４０は、マグネット保持部４８がマグネット４７の吸着力によって周縁部４１ａに飛び
付こうとする時に、可撓部５０が伸び、冷蔵室扉２２ａを完全に閉じると可撓部５０は縮
んでガスケット４０によるシール性を維持する。
【００４１】
　このとき、可撓部５０の伸縮性を確保することが重要であり、第１ヒレ部５５の第１ヒ
レ部先端部５５ａは自由端部となっているので、可撓部５０が伸びる時は第１ヒレ部先端
部５５ａは第２ヒレ部５６から離れ、可撓部５０が縮む時は第１ヒレ部先端部５５ａは第
２ヒレ部５６に接触して維持し、第１ヒレ部５５と第２ヒレ部５６とで空気層５７を形成
する。
【００４２】
　以上のように構成された冷蔵庫について、以下その動作、作用を説明する。
【００４３】
　まず、冷蔵庫本体２１に構成された冷蔵室２２前面開口部の周縁部４１ａ内には上記の
ように、冷蔵室２２内の冷却により周縁部４１ａの表面も冷やされる。冷やされた周縁部
４１ａが結露するのを防止するために周縁部４１ａに埋設した熱源となる防露パイプ４５
の熱が金属製の周縁部４１ａに熱伝導し、ガスケット４０の周縁部４１ａに密着している
マグネット保持部４８に伝わる。
【００４４】
　このとき、防露パイプ４５から最も近い距離にあるマグネット保持部４８に形成したヒ
レ５１が防露パイプ４５の熱を基部５１ａから自由端部５１ｂに熱伝導させてヒレ５１の
周囲に備えた空隙部５２によってヒレ５１の放熱面積を確保し防露パイプ４５の熱を放熱
する。したがってマグネット４７への熱伝導を抑制し、外部の熱がガスケット４０を通じ
て冷蔵室２２内へ吸熱されるのを低減することができる。
【００４５】
　また、複数個のヒレ５１が略垂直面部４８ｂに、ヒレ５１間に空隙部５２を形成して防
露パイプ４５の熱を放熱する放熱面積をさらに大きくしているので、さらに冷蔵室２２内
へ吸熱されるのを低減することができる。
【００４６】
　ガスケット４０は軟質合成樹脂材で押出し成型によって形成され、ヒレ５１は一体成形
されている。また上記の冷蔵室２２以外に製氷室２３、切換室２４、冷凍室２５、野菜室
２６の周縁部４１ａ、また仕切り壁（図示しない）間に埋設される防露パイプ４５に対し
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てもガスケット４０は上記と同様にヒレ５１を構成し、室内への吸熱を低減することがで
きる。
【００４７】
　また、冷蔵室扉２２ａを閉じた時、外気の熱は空気層５７による遮断効果によって、あ
る程度、熱侵入を遮断し、外気が可撓部５０と第２ヒレ部５６との間の隙間に入り込むの
を防止し、庫内への熱侵入を低減することができる。
【００４８】
　また第１ヒレ部５５の第１ヒレ部先端部５５ａは第２ヒレ部５６側へ向かって傾斜配置
しているので、ガスケット４０のバラツキなどで第１ヒレ部５５あるいは第２ヒレ部５６
が変形していても、扉閉時に第１ヒレ部５５を第２ヒレ部５６に接触させて空気層５７を
形成でき、外気の熱侵入を低減することができる。
【００４９】
　また可撓部５０は取付部４９側の肉厚はマグネット保持部４８側の肉厚よりも薄く形成
しており、取付部４９側の可撓部５０の伸縮性をアップし、マグネット保持部４８側を厚
くすることで扉閉時の周縁部４１ａとの吸着性を維持することができる。
【００５０】
　また冷蔵室扉２２ａで説明したが、冷凍室２５、製氷室２３、野菜室２６の扉に取り付
けられるガスケット４０にも上記と同じ構成にし、外気の熱侵入を低減することができ、
冷蔵庫の消費電力量を低減することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　以上のように、本発明にかかる冷蔵庫は、家庭用又は業務用冷蔵庫のマグネットガスケ
ットに応用できるものである。
【符号の説明】
【００５２】
　２１　冷蔵庫本体
　２２ａ　冷蔵室扉
　４０　ガスケット
　４１ａ　周縁部
　４４　前面開口部
　４７　マグネット
　４８　マグネット保持部
　４９　取付部
　５０　可撓部
　５１　ヒレ
　５５　第１ヒレ部
　５６　第２ヒレ部
　５５ａ　第１ヒレ部先端部
　５６ａ　第２ヒレ部先端部
　５７　空気層



(8) JP 2011-237116 A 2011.11.24

【図１】 【図２】

【図４】



(9) JP 2011-237116 A 2011.11.24

【図３】



(10) JP 2011-237116 A 2011.11.24

【図５】



(11) JP 2011-237116 A 2011.11.24

フロントページの続き

(72)発明者  永幡　真也
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニック株式会社内
(72)発明者  堀井　克則
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニック株式会社内
Ｆターム(参考) 3L102 JA01  KA01  KC01  KC05  KC06  KC07 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

